
　平成 21 年度　半島特定地域元気おこし事業により、平成 22 年３月完成予定の定住促進住宅（２戸）の入居
者を募集します。
　１．団　地　名	 町営住宅　「上原団地」
　２．所　在　地	 錦江町田代川原 682 － 11（旧営林署住宅跡）
　３．募 集 戸 数	 ２戸（上原団地３号、上原団地４号）
　４．住宅の構造	 木造平屋建（約 80 ㎡）
　５．入居資格・条件
　　①	町外居住者で、同居又は同居しようとする親族があり、現在住宅に困窮していることが明らかであること。

（Uターン、Iターン）
　　　【参考】	 錦江町が独自に行っている少子化対策事業
	 	 ○保育園、幼稚園の保育料第１，２子半額、第３子以降無料
	 	 ○乳幼児医療助成制度　課税・非課税にかかわらず全額助成
	 	 ○すくすくベビー券支給事業　満 1歳まで乳児関連商品を購入できるベビー券を支給
	 	 ※詳しくは役場までお問い合わせ下さい。
　　②	町内居住者で農商工業の担い手で、同居又は同居しようとする親族があり、現在住宅に困窮しているこ

とが明らかであること。
	 ※１　上記番号で①②の順で優先とします。
	 ※２　その他条件がありますので詳しくは地域振興課までお問い合わせ下さい。
　６．家　　　賃	 月額 23,000 円～ 25,000 円
　７．敷　　　金	 月額家賃の３ヶ月分
　８．入居予定期日	 平成 22 年３月下旬～平成 22 年４月上旬
　９．入居者の選考	 入居資格等書類審査及び錦江町町営住宅条例第 7条による。
　10．申込み方法	 申込書は錦江町役場　田代支所　地域振興課に準備してあります。
　11．申込み期間	 平成 21 年７月８日～平成 22 年３月５日
　12．問い合せ先	 錦江町役場　田代支所　地域振興課
	 	 	 〒 893－2492　肝属郡錦江町田代麓 827 番地 1
	 	 	 ☎０９９４－２５－２５１１

元気おこし定住促進住宅「上原団地」入居者募集

　誤った隔離対策によって、長い間、偏見や差別に苦しめられたハンセン病であった方々等が、平穏に安心し
て生活できる地域を創るために、一人ひとりが、ハンセン病問題について正しく理解することが大切です。

◎ハンセン病問題に関する知識
　・	国の隔離政策などにより、ハンセン病は怖い病気という誤った考えが定着し、そのことが様々な偏見・差
別や人権侵害を引き起こしましたが、ハンセン病であった方々等は、今も根強く残る偏見・差別に苦しん
でおられます。

　・	ハンセン病は、らい菌による慢性の細菌性感染症の一種で、早期発見と早期治療により、短期間で治癒す
る病気です。

　・わが国に感染源となるものはほとんどありません。
　・元患者であった方々の身体の変形は後遺症です。

■■■ ハンセン病問題について理解を深めよう ■■■
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